
留年・退学率を減少させるために
〜柔軟に対応できる職員を⽬指して〜

F班2グループ：チーム未来創造
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２．抽出したテーマ

３．問題解決のためのＰＤＣＡサイクル

４．まとめ
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はじめに
STEP４

「学⽣」に
焦点を当て、
問題解決
することに
した。

STEP３

問題点を
「情報技術」
「学⽣」
「就業環境」
にｶﾃｺﾞﾗｲｽﾞ
した。

STEP２

問題点の
いくつかが
時代に即した
教職員の
柔軟性が
求められる
もので
あった。

STEP１

各⼤学の
問題点を
抽出した。

テーマ

意欲の低さによる留年・退学意欲の低さによる留年・退学

単 位 が

取 れ な い

授 業 に つ い て

い け な い

授 業 が

つ ま ら な い

情報ツールを活⽤した授業改善による
学⽣の授業に対する意識の向上



解決策（Ｐｌａｎ）

• 魅⼒的なカリキュラム
• 学⽣にあった授業レベル
• 習熟別学習
• 個別対応・勉強のやり⽅
講座（初年次教育）

• 計画的な履修指導

教員
へのアプローチ

学⽣
へのアプローチ

⼿法（Ｄｏ）

毎授業で⼩テス
ト及びアンケート

を実施

毎授業で⼩テス
ト及びアンケート

を実施

Ｓｔｅｐ１Ｓｔｅｐ１

教員が今⽇の授
業の⽬標を設定
し、学⽣の達成
度を評価する

教員が今⽇の授
業の⽬標を設定
し、学⽣の達成
度を評価する

Ｓｔｅｐ２Ｓｔｅｐ２

即時教員に
フィードバック
即時教員に
フィードバック

Ｓｔｅｐ３Ｓｔｅｐ３

次の授業で
改善案を
考える

次の授業で
改善案を
考える

Ｓｔｅｐ４Ｓｔｅｐ４



具体例

１１ 授業の最初に出席を取る。授業の最初に出席を取る。

２２ 出席者にだけ、ＵＲＬが送られる。出席者にだけ、ＵＲＬが送られる。

３３
⼩テスト・授業評価の
回答を返信する。
⼩テスト・授業評価の
回答を返信する。

カードリーダー
にて管理

携帯を使⽤。

イメージ

今⽇の授業の理解度は？

60%

100%

80%

40%

20%



評価（Check）

•全ての授業が終わった後、携帯電話でアンケートを
取り集計を⾏います。
アンケート⼀例：・資料は分かりやすかったか？

・私語・居眠り等があった場合、注意していたか？
・授業が⼀⽅通⾏ではなかったか？ ・教員の声は適正だった

か？

①授業アンケートを取って満⾜度確認

•毎回出席を取る事で出席率を管理する事ができます。
•出席率は授業の満⾜度を確認する指標になります。

②毎回の授業の出席率

評価（Check）

•前年度の同じ講義と⽐較して、単位取得者の⽐率
を割り出します。
•取得者⽐率を⽐較することで、授業の理解度の確
認ができます。

③単位取得者の増減

•年度末に前年度末の留年者・退学者と⽐較します。
•前年度と⽐較して減っていれば、満⾜度・理解度が
向上していることになります。

④留年・退学者数の増減



改善（Action）

不満に思われている箇所
を改善する

教員のスキルアップ
環境改善

Action

授業アンケートを取って
満足度確認

毎回の授業の出席率

Check

改善(Action)

手法の見直し

Action

単位取得率の増減

Check



まとめ

ＰｌａｎＡｃｔｉｏｎ

Ｃｈｅｃｋ Ｄｏ

ご清聴ありがとうございました。

F2班：チーム未来創造


